
学校経営
中期取組

目標
振り返り

・「わかる授業の実現」「信頼関係の構築」「危機管理の徹底」「校内環境整備」「学校図書館の整備」に努
めた。この結果、生徒は落ち着いた環境で、楽しく意欲的に学校生活が送れている。次年度はさらに、学
力や学習意欲の向上をめざした授業づくり、教育相談や特別支援教育の充実に取り組んでいきたい。
・情報発信や意見交換を積極的に行うことで、家庭、地域、関係機関との連携をさらに深め、信頼される
学校づくりをより一層推進していきたい。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・「授業改善」「生徒に寄り添った指導」「生徒活動の活性化」「校内環境整備」「ＩＣＴ機器や学校図書館
の活用」に努めた。この結果、生徒の学習意欲・活動意欲が向上した。さらに主体的、対話的な授業展
開も取り入れた授業づくり、いじめへの組織対応、教育相談や特別支援教育の充実を進めていきたい。
・情報発信や意見交換、交流活動を積極的に行うことで、家庭、地域、秋葉中ブロック各校、関係機関と
の連携をさらに深め、信頼される学校づくりをより一層推進していきたい。

学校経営
中期取組

目標
振り返り

・主体的、対話的な授業展開を取り入れた授業づくりを進め、生徒の学習意欲・活動意欲が向上した。
・生徒指導やいじめへの対応において、教職員が指導方針を一致させ、迅速な組織対応を進めた。
・教育相談、特別支援教育の充実をめざし、学校ぐるみで取り組みを進めた。
・情報発信や意見交換、交流活動を積極的に行うことで、家庭、地域、秋葉中ブロック各校、関係機関と
の連携をさらに深め、信頼される学校づくりをより一層推進していきたい。

学校関係者

評価

・しっかりあいさつをし、落ち着いて生活できている。
・学校での生徒の様子は、学校評価アンケートからもわかるように比較的安定していることがうかがえる。
学校教育の更なる充実をお願いしたい。
・いじめを見逃さず、子ども達の声を大人がすくいあげていくことが大切である。
・地域の行事（盆踊り等）への中学生の参加が増えていることが喜ばしい。連携を進めていきたい。
・世代間の交流により顔見知りの関係をいかに多くつくるかがいざという時に役立つ。地域の大人からの
声のかけ方も信頼関係をつくるうえで大切である。

学校関係者

評価

・小・中学生ともしっかりあいさつができるようになった。あいさつから会話に発展させ、子ども達と地域
が顔見知りの関係になることが大切である。
・地域清掃に１００名以上の中学生が参加してくれた。今後さらに、子ども達の参加したくなる行事運営
を進めていきたい。また、見守りやふれあいの場を増やしていきたい。
・通学路や校内にごみが増え始めた。子ども達への影響を考え、学校をこれまで以上に支援し、地域も
モラル向上に努めていきたい。
・ＳＮＳ上のトラブル、自殺低年齢化に歯止めをかけるため、学校支援や地域づくりを強化していきた
い。

学校関係者

評価

・しっかりあいさつができている。あいさつを増やすためには、大人の側の姿勢も大切。
・中学生は元気がよく礼儀正しくてすばらしい。先生方の努力、感謝している。
・保育園児と中学生の交流は今後も継続していきたい。
・近年、家族での団らん時間が減っており、気になることが多い。
・防犯カメラ設置など、防犯、防災、エコに積極的に取り組んでいる。小・中学生が被害にあわないよう、
よりよい地域づくりを一層強化していきたい。災害時、中学生の力を頼りにしている。
・地域行事への参加者を増やすため、小・中学生が参加しやすい行事を考えていきたい。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・中学校ブロック内では、組織的、計画的な小中連携、小中一貫教育が推進できた。
・授業研究を行い、研究協議会において意見交換を行うことで小中間の理解を深め、小中一貫した授業
への意識を高めることができた。
・小・中教職員の｢学力観｣｢指導観｣「評価観」の共有化が図れた。
・秋葉小との小中連携は、併設校の利点を生かして積極的に行うことができた。
・９年間を見据えての児童・生徒指導や特別支援教育が行えているので、今後も連携を密にし、よい状態
を維持していきたい。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・中学校ブロック内では、組織的、計画的な小中連携、小中一貫教育が推進できた。
・授業研究を行い、研究協議会において意見交換を行うことで小中間の理解を深め、小中一貫した授業
への意識を高めることができた。
・小・中教職員の｢学力観｣｢指導観｣「評価観」の共有化が図れた。
・秋葉小との小中連携は、併設校の利点を生かして積極的に行うことができた。
・横浜市カリキュラム・マネジメント要領に基づき、９年間の学びのプロセスを明確にし、９年間を通して
児童・生徒の資質・能力を育成していきたい。

ブロック内
相互評価
後の気付

き

・中学校ブロック内では、組織的、計画的な小中連携、小中一貫教育が推進できた。
・授業研究を行い、研究協議会において意見交換を行うことで小中間の理解を深め、小中一貫した授業
への意識を高めることができた。
・小・中教職員の｢学力観｣｢指導観｣「評価観」の共有化が図れた。
・秋葉小との小中連携は、併設校の利点を生かして積極的に行うことができた。
・新学習指導要領全面実施にむけて、横浜市カリキュラム・マネジメント要領に基づき、９年間の学びの
プロセスを明確にし、９年間を通して児童・生徒の資質・能力を育成していきたい。

・授業研究会や各種研修会を実施し、教職員
の専門性の向上に努めた。
・メンターチームで若手教員の育成に努めた。
・外部の研究会に参加したり、指導主事から
直接指導を受けることで教師力が向上した。
・校内研修を随時行ったり、グループウェア等
で情報提供を頻繁に行うことで、不祥事防止
や意識の向上に努めた。

A
人材育成・
組織運営

・授業研究と評価、児童・生徒理解、安全などの
校内研修を積極的に実施する。
・若手教員を中心としたメンターチームを編成し、
定期的な活動を行ったり、授業公開をしたりして、
教師力向上を図る。
・中堅教員の学校運営への参画を促進する。
・グループウェアの活用やＯＡ化により業務を効
率化させると共に、働き方の見直しを図る。

・授業研究会や各種研修会を実施し、教職員
の専門性の向上に努めた。
・メンターチームで若手教員の育成に努めた。
・外部の研究会に参加したり、指導主事から
直接指導を受けることで教師力が向上した。
・校内研修を随時行ったり、グループウェア等
で情報提供を頻繁に行うことで、不祥事防止
や意識の向上に努めた。

A
人材育成・
組織運営

・主幹教諭等の積極的な学校経営への参画を図
る。
・若手教員を中心としたメンターチームを編成し、定
期的な活動を行ったり、授業公開をしたりして、教
師力、授業力向上を図る。
・児童・生徒理解や安全などの校内研修を実施す
る。

・授業研究会や各種研修会を実施し、教職員
の専門性の向上に努めた。
・メンターチームを結成し、若手教員の育成に
努めた。外部の研究会や研修会に積極的に
参加することで教師力が向上した。
・校内研修を随時行ったり、グループウェア等
で情報提供を頻繁に行うことで、不祥事防止
や意識の向上に努めた。

B
人材育成・
組織運営

・授業研究と評価、児童・生徒理解、安全などの
校内研修を積極的に実施する。
・若手教員を中心としたメンターチームを編成し、
定期的な活動を行ったり、授業公開をしたりして、
教師力、授業力向上を図る。
・グループウェアの活用やＯＡ化により業務を効
率化させると共に、働き方の見直しを図る。

・いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、
情報交換を行った。さらに、情報共有の必要な
事案は職員会議・打ち合わせ等で報告を行
い、全教職員で共通理解した。
・生徒・保護者への相談活動を充実させ、早期
発見・早期対応・早期解決に努めた。
・いじめの事案へは、生徒指導専任・ＳＣ・関
係職員で連携し組織的に対応できた。

B
いじめへの

対応

・「いじめは絶対に許さない、見逃さない」という共
通理解のもと、様々な教育活動を通して、いじめ
が起こりにくい学級や学校の風土づくりに取り組
む。
・生徒・保護者への相談活動を充実させ、早期発
見・早期対応・早期解決に努める。
・生徒がいじめを受けていると思われるときには、
迅速かつ適切な組織対応を行っていく。

・いじめ防止対策委員会を定期的に開催し、
情報交換を行った。さらに、情報共有の必要な
事案は職員会議・打ち合わせ等で報告を行
い、全教職員で共通理解した。
・生徒・保護者への相談活動を充実させ、早期
発見・早期対応・早期解決に努めた。
・いじめの事案へは、生徒指導専任・ＳＣ・関
係職員で連携し組織的に対応できた。

B
いじめへの

対応

・「いじめは絶対に許さない、見逃さない」という共
通理解のもと、様々な教育活動を通して、いじめ
が起こりにくい学級や学校の風土づくりに取り組
む。
・生徒・保護者への相談活動を充実させ、早期発
見・早期対応・早期解決に努める。
・生徒がいじめを受けていると思われるときには、
迅速かつ適切な組織対応を行っていく。

・支援を要する生徒一人ひとりの個別の支援
計画を作成し、ＳＣや関係機関とも連携し、特
性や状態に応じた支援に努めた。
・全教職員で分担し、計画的、継続的な特別
支援教育を実施することができた。
・本年度、特別支援教室を新たに整備したの
で、今後さらに個に応じた支援計画を充実さ
せ、指導にあたっていきたい。

A
特別支援

教育

・特別支援に対する考え方や手法を研修する場を
設け、教員の専門性を高めていく。
・コーディネーターが中心となり、個別の支援計画
に基づき継続的な指導に努める。
・カウンセラーや外部機関とも連携し、専門的な支
援の方法も積極的に取り入れる。
・ユニバーサルデザインの考え方に基づき、落ち
着いて学べる教育環境を整備する。

・支援を要する生徒一人ひとりの個別の支援
計画を作成し、ＳＣや関係機関とも連携し、特
性や状態に応じた支援に努めた。
・全教職員で分担し、計画的、継続的な特別
支援教育を実施することができた。
・支援計画に基づき、特別支援教室を活用し
て、組織的・計画的に指導にあたり、指導の効
果が見られた。

A
特別支援

教育

・特別支援に対する考え方や手法を研修する場を
設け、教員の専門性を高めていく。
・コーディネーターが中心となり、個別の支援計画
に基づき継続的な指導に努める。
・カウンセラーや外部機関とも連携し、専門的な支
援の方法も積極的に取り入れる。
・ユニバーサルデザインの考え方に基づき、落ち着
いて学べる教育環境を整備する。

・支援を要する生徒一人ひとりの個別の支援
計画を作成し、ＳＣや関係機関とも連携し、特
性や状態に応じた支援に努めた。
・全教職員で分担し、計画的、継続的な特別
支援教育を実施することができた。
・今後は特別支援教室の環境整備を行うとと
もに、個に応じた支援計画を充実させ、指導に
あたっていきたい。

B
特別支援

教育

・特別支援に対する考え方や手法を研修する場を
設け、教員の専門性を高めていく。
・コーディネーターが中心となり、個別の支援計画
に基づき継続的な指導に努める。
・カウンセラーや外部機関とも連携し、専門的な支
援の方法も積極的に取り入れる。
・ユニバーサルデザインの考え方に基づき、落ち
着いて学べる教育環境を整備する。

・安全点検を行い、迅速に破損箇所の改修を
行うことで教育環境の充実に努めた。
・通学路、中庭、グラウンドの整備や安全対策
が進み、校内環境が改善した。
・学校保健委員会で防災について地域に取材
し、ワークショップを行い、防災意識を高めるこ
とができた。
・小学校栄養教諭と連携し食育指導を行った。

A 安全管理

・秋葉中学校防災計画に基づき、安全・安心な学
校づくりに努める。
・保健安全指導の充実を図り、生命の尊重・環境
の整備・事故防止の習慣形成を図る。
・生徒自身による保健安全活動の活発化に努め､
日々の健康、防犯、防災意識の向上につながる
取り組みを行っていく。

・安全点検を行い、迅速に破損箇所の改修を
行うことで教育環境の充実に努めた。
・校舎内の老朽箇所改修、植栽管理や安全対
策が進み、校内環境が改善した。
・学校保健委員会で「食と健康」に関する問題
を考え、健康に関する意識を高めることができ
た。
・小学校栄養教諭と連携し食育指導を行った。

A安全管理

・秋葉中学校防災計画に基づき、安全・安心な学
校づくりに努める。
・保健安全指導の充実を図り、生命の尊重・環境
の整備・事故防止の習慣形成を図る。
・生徒自身による保健安全活動の活発化に努め､
日々の健康、防犯、防災意識の向上につながる企
画を図る。

・安全点検を行い、迅速に破損箇所改修を行
うことで教育環境の充実に努めた。
・通学路、中庭等の破損が目立ってきたため、
施設課と連携し改修を行った。
・グラウンドに防球フェンスを設置した。
・ハマ弁の販売が開始されたが、パン販売は
好評で今後もPTAと協力して継続していきた
い。

A 安全管理

・秋葉中学校防災計画に基づき、安全・安心な学
校づくりに努める。
・保健安全指導の充実を図り、生命の尊重・環境
の整備・事故防止の習慣形成を図る。
・生徒自身による保健安全活動の活発化に努め､
日々の健康、防犯、防災意識の向上につながる
取り組みを行っていく。

・生徒が授業に意欲を持って熱心に取り組ん
でいた。定期的に学習相談を行い、学習への
支援の充実を図った。また教員は授業改善に
意欲を持って取り組んだ。
・生徒による授業評価を実施し 結果を分析
し、授業改善に向けて検討を行った。
・達成感を得られる行事運営ができた。
・新教育課程編成に向けて協議した。

A
教育課程・
学習指導

・創意工夫を生かした教育活動を推進し、教育の
質を高めていく。
・学校図書館等を充実させ、しっかり学べる学習
環境の整備に努める。
・長期休業中等に、自ら学べる支援を企画し、生
徒自身の自主的な学習を支援する。
・生徒が達成感を得ることの出来るよう、体育祭、
秋葉祭等各種行事の充実に努める。

・生徒が授業に意欲を持って熱心に取り組ん
でいた。定期的に学習相談を行い、学習への
支援の充実を図った。また教員は授業改善に
意欲を持って取り組んだ。
・生徒による授業評価を実施し 結果を分析
し、授業改善に向けて検討を行った。
・達成感を得られる行事運営ができた。
・新教育課程編成に向けて協議した。

A
教育課程・
学習指導

・生徒が成就感を得ることの出来るよう、体育祭、
秋葉祭等各種行事の充実に努める。
・学校図書館等を充実させ、しっかり学べる学習環
境の充実に努める。
・日常の授業において生徒が主体的、積極的に学
べるよう展開の工夫に努める。
・長期の休業中に、自ら学べる支援を企画し、生徒
自身の自主的な学習を支援する。

・生徒が授業に意欲を持って熱心に取り組ん
でいた。定期的に学習相談を行い、学習への
支援の充実を図った。また教員は校内研究授
業、研究協議会を行う等、授業改善に意欲を
持って取り組んだ。
・生徒による授業評価を実施し 結果を分析
し、授業改善に向けて検討を行った。

A
教育課程・
学習指導

・創意工夫を生かした教育活動を推進し、教育の
質を高めていく。
・学校図書館等を充実させ、しっかり学べる学習
環境の整備に努める。
・長期休業中等に、自ら学べる支援を企画し、生
徒自身の自主的な学習を支援する。
・生徒が達成感を得ることの出来るよう、体育祭、
秋葉祭等各種行事の充実に努める。

・定期的なアンケートや教育相談、生徒との会
話を通して生徒の状況把握に努めた。
・教職員が指導方針を一致させ、生徒の気持
ちに寄り添った指導ができた。
・生徒・保護者対象の学校評価アンケートによ
れば、全般的に落ち着いた状態が維持できて
いると思われる。
・ＳＣ、ＳＳＷや外部機関と連携できた。

B 生徒指導

・日々、生徒の状況把握に努め、変化を見逃さ
ず、予防的な生徒指導に力をいれる。
・生徒の抱えている問題や保護者の悩み等に丁
寧に耳を傾け、協同して解決していく。
・学校、家庭、地域との連携を深め、生徒の健全
育成に努める。
・必要に応じて、スクールカウンセラー、外部機関
と適切に連携し対応していく。

・定期的なアンケートや教育相談、生徒との会
話を通して生徒の状況把握に努めた。
・教職員が指導方針を一致させ、生徒の気持
ちに寄り添った指導ができた。
・生徒・保護者対象の学校評価アンケートによ
れば、全般的に落ち着いた状態が維持できて
いると思われる。
・ＳＣ、ＳＳＷや外部機関と円滑に連携できた。

B生徒指導

・日々、生徒の状況把握に努め、変化を見逃さず、
予防的生徒指導に力をいれる。
・学校、家庭、地域との連携を深め、生徒の健全育
成に努める。
・「いじめを許さない・見逃さない」という共通理解
のもと、支援が必要な生徒・保護者への相談活動
を充実させ、早期発見・早期対応に努め、安心・安
全な学校づくりをめざす。

・定期的なアンケートや教育相談、生徒との会
話を通して生徒の状況把握に努めた。
・教職員が指導方針を一致させ、生徒の気持
ちに寄り添った指導ができた。
・生徒・保護者対象の学校評価アンケートによ
れば、全般的に落ち着いた状態が維持できて
いると思われる。
・いじめを見逃さず的確に対応したい。

B 生徒指導

・日々、生徒の状況把握に努め、変化を見逃さ
ず、予防的な生徒指導に力をいれる。
・生徒の抱えている問題や保護者の悩み等に丁
寧に耳を傾け、協同して解決していく。
・学校、家庭、地域との連携を深め、生徒の健全
育成に努める。
・必要に応じて、スクールカウンセラー、外部機関
と適切に連携し対応していく。

・体育・健康プランに基づいた取り組みにより
生徒が運動に親しむ姿勢が見られた。男子の
体力が特に向上した。
・新体力テストの結果をふまえ、自分に必要な
補強運動を行う等、体力向上への意識を高め
た。
・市学習状況意識調査３学年で２時間以上運
動すると答えた生徒が市の平均を上回った。

A 健やかな体

・体育的活動を通して、積極的に運動に親しむ習
慣を身につけ、心身の健康や体力の維持、増進
に自ら取り組む姿勢を育む。
・新体力テストの結果を基に、生徒自らが改善に
取り組む姿勢をつくり、継続的に実践していける
ようにする。

・新体力テストの結果をふまえ、自分に必要な
補強運動を行う等、体力向上の意識を高め
た。
・横浜市体力・運動能力調査によれば、ほとん
ど毎日運動やスポーツに取り組んでいる生徒
が７０％おり市の平均を１０％上回った。体育・
健康プランに基づいた取り組みにより生徒が
運動に親しむ姿勢が見られた。

A健やかな体

・体育的活動を通して、積極的に運動に親しむ習
慣を身につけ、心身の健康や体力の維持、増進に
自ら取り組む姿勢を育む。
・新体力テストの結果を基に改善に自ら取り組む
姿勢をつくり、継続的に実践していけるようにする。

・体育・健康プランに基づいた取り組みにより
生徒が運動に親しむ姿勢が見られた。男子の
体力が特に向上した。
・新体力テストの結果をふまえ、自分に必要な
補強運動を行う等、体力向上への意識を高め
た。
・学校保健委員会等で生徒が主体的に健康
安全について考え、意見を述べた。

A 健やかな体

・体育的活動を通して、積極的に運動に親しむ習
慣を身につけ、心身の健康や体力の維持、増進
に自ら取り組む姿勢を育む。
・新体力テストの結果を基に、生徒自らが改善に
取り組む姿勢をつくり、継続的に実践していける
ようにする。

・「特別の教科 道徳」を通して、考え、議論させる
ことにより、いじめの未然防止などにつながる道
徳的な判断力や心情、実践意欲と態度を養う。
・規範意識の向上や思いやりの心、人権を尊重す
る豊かな心を育む教育活動を実践する。
・互いを認め合い、助け合い、支え合う学校・学
年・学級集団をつくる。

・道徳の教科化にむけた整備が完了し、全教
員による組織的な授業展開が定着した。
・すべての教育活動を通して、豊かな人間性
の育成をめざした。
・人権教育を充実させ人権を尊重する心、相
手を思いやる心、社会貢献の姿勢を育てた。
・ＳＣなどとも連携し、適切な人権意識の形成
に努めた。自尊感情が育っている。

B豊かな心

・規範意識の向上や思いやりの心、豊かな心を育
む教育活動を実践する。
・互いを認め合い、助け合い、支え合う学校・学年・
学級集団をつくる。
・教師と生徒、生徒同士の人間関係を高めるととも
に、家庭や地域との連携を図りながら日常生活に
おける道徳的実践指導を積み重ねていく。

・すべての教育活動を通して、豊かな人間性
の育成をめざした。
・道徳や人権教育を充実させ、人権を尊重す
る心、相手を思いやる心、社会に貢献する姿
勢を育てた。
・ＳＣなどとも連携し、適切な人権意識の形成
に努めた。調査によれば豊かな心、自尊感情
が育っている。

B 豊かな心

・「特別の教科 道徳」を通して、考え、議論させる
ことにより、いじめの未然防止などにつながる道
徳的な判断力や心情、実践意欲と態度を養う。
・規範意識の向上や思いやりの心、人権を尊重す
る豊かな心を育む教育活動を実践する。
・互いを認め合い、助け合い、支え合う学校・学
年・学級集団をつくる。

確かな学力

・教科・領域の指導内容の重点化を行い、個に応
じた学習の定着を図る。
・生徒一人ひとりが学習内容をしっかり身につけら
れるよう、教科等の学習において自ら学力の育成
について支援を充実させる。
・ＩＣＴ機器なども活用しながら、主体的に学ぶ力を
育てる授業展開を工夫する。

・生徒が授業に意欲を持って熱心に取り組ん
でいる。定期的に学習相談を行い、学習への
支援の充実を図った。
・校内研究授業、研究協議会を計画的に行
い、授業改善、授業力向上に努めた。
・ＩＣＴ機器やデジタル教材、学校図書館を効果
的に活用し、主体的に学ぶ力を育てる授業を
推進した。

A 確かな学力

・教科・領域の指導内容の重点化を行い、個に応
じた学習の定着を図る。
・生徒一人ひとりが学習内容をしっかり身につけ
られるよう、主体的、対話的な授業展開を工夫し、
深い学びを実現させる。
・学校図書館やＩＣＴ機器の利用を通して、様々な
情報を適切に活用していく力を育てる。

・道徳の教科化にむけた整備を進めた。
・すべての教育活動を通して、豊かな人間性
の育成をめざした。
・人権教育を充実させ、人権を尊重する心、相
手を思いやる心、社会に貢献する姿勢を育て
た。
・ＳＣなどとも連携し、適切な人権意識の形成
に努めた。自尊感情が育っている。

B 豊かな心

総括
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・生徒が授業に意欲を持って熱心に取り組ん
でいる。定期的に学習相談を行い、学習への
支援の充実を図った。
・大学とも連携し校内研究授業、研究協議会
を行い、授業改善、授業力向上に努めた。
・ＩＣＴ機器やデジタル教材、学校図書館を効果
的に活用し、主体的に学ぶ力を育てる授業を
推進した。

A 確かな学力

・教科・領域の指導内容の重点化を行い、個に応
じた学習の定着を図る。
・生徒一人ひとりが学習内容をしっかり身につけ
られるよう、主体的、対話的な授業展開を工夫し、
深い学びを実現させる。
・学校図書館やＩＣＴ機器の利用を通して、様々な
情報を適切に活用していく力を育てる。

・生徒がどの授業にも、意欲を持って熱心に取
り組んでいる。定期的に学習相談を行い学習
への支援の充実を図った。
・校内研究授業、研究協議会を行い、授業改
善、授業力向上に努め成果が上がってきた。
・主体的、対話的に学ぶ力を育てる授業を推
進した。ＩＣＴ機器やデジタル教材、学校図書館
等を効果的な活用が進んでいる。

A
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